
Faculty of Engineering University of Miyazaki 2027 57

生物は多様で複雑な情報を持っていることがわかり、それを理解するため
には計算技術が不可欠です。病気の原因や生命現象を紐解くために、
大量のデータからその手掛かりを見つけるために役立ちます。
問題や課題は身近なところにもたくさんあります。研究は気になることから
調べはじめて、それを解決していく過程で、知識や技術を身につけることが
できます。諦めたらそこで終わりです。そのような経験が社会で役立つと信
じています。
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生物を構成する細胞に関わる生体分子制御メカニズムを説明する数理
モデルを開発し、シミュレーションによって、様々な条件で起きる細胞の挙
動を予測して、細胞の仕組みを理解する。

健康と病気など異なる細胞状態から取得されたデータを比較して、“異な
る“原因を探索する。

研究内容
生命現象を再現する数理モデルとシミュレーション

疾患に関するビックデータの分析

人工知能技術を使って、胸骨圧迫をリアルタイムに判定するシステムで救
助者のサポートをする。

医療関連の情報システム開発

動画から「動き」を抽出し、大規模言語モデル（LLM）を用いて動画と動
きを関連付け、適切なキャプション（説明文）を自動生成します。

食品を摂取することにより変化する細胞内のたんぱく質発現量から、その
食品が持つ機能性（がん抑制機能や抗酸化機能など）を推定します。

ビデオ（Video）から動き（Optical Flow）と色情報（RGB）を抽出し、あらかじめ準備し
た短文（Text）と合わせて学習することで、いろいろな動画のキャプション（説明文）を自動
生成します。

食品や薬品を細胞に作用させたときのたんぱく質発現量と機能性（生理活性値）を測
定し、AI（自己組織化マップ）で学習させておきます。次に、機能性が未知の食品を細胞
に作用させて測定した「たんぱく質発現量だけ」をAIに入力し、機能性を推定します。

研究内容
LLMを利用した動画からのキャプションの自動生成

AIを用いたたんぱく質発現量からの食品機能性推定

速さを通じてAI技術の向上を目指す

生命科学や医療に貢献する情報技術

ひとこと
多数のコンピュータを同時駆動し処理時間を短縮する
並列処理は、より巨大なデータを扱う現代AIにも欠かせ
ません。手近なところでは手元のスマホでも使われていま
すよ。

情報通信プログラム 教授
山森　一人

ひとこと
情報技術の応用範囲はとても広いですが、情報技術の
１つでも興味があれば、そのモチベーションを糧に苦手なこ
とでも進んでいける人が求められています。
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沢山の文章や画像、動画がインターネットにはアップされていますが、「何の
話なのか」「何が写っているのか」「何をしているのか」という説明文がなかった
り、適切でなかったりします。キャプション（説明文）の自動生成ができれ
ば、膨大な数の動画に正しい説明文を付与することができ、検索しても見
たい動画が出てこない、といった悲劇を減らすことができます。
食事と健康は人々の一大関心事です。でも、何を食べれば体に良いので
しょう︖鈴木さんの畑のじゃがいもと、佐藤さんの畑のじゃがいもは、同じな
のでしょうか︖男爵とメークインで違いはあるのでしょうか︖煮ても焼いても
揚げても蒸しても同じ︖煮汁も食した方がいい︖残すべき︖膨大な条件
下でも、食品が持つ機能をすばやく推定できる方法を研究しています。

生物データを情報技術で紐解く

遠隔操作

データ

胸骨圧迫判定システム

画像出典︓
https://ja.wikipedia.org/
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